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なお，地域材の調達に当たっては，工事発注の1
年程前から伐採計画などの準備が必要である。

３）木材・木造の魅力を伝える建築物
　構造材料を適切に見せる（魅せる）ことで木材の魅
力を伝える木造建築物をめざすことが大切である。

■新設した木材加工場
2019年，生産品目の拡張や新規装置導入のため，
組合の敷地内に木材加工場を新設しました。その隣に
は1994年に建てた集成材工場があります。この2棟は
似たような規模の建築物ですが，25年間の森林資源
の変化が両棟に使用した建築材料に現れています。そ
れは，前回の構造材は全てカラマツ集成材で，構造材
としては使用しなかったカラマツ製材を，資源の成熟
が進んだ今回は構造材として使用したことにあります。
今回，木材加工場を新築するに際しての考え方は次
のとおりです。
１）コストを抑える。そのため，構造材は極力一般流
通サイズとし，集成材の梁せいは450mm以下と
する。併せて，接合部金物は極力既製品金物を使
用する。

２）使用する木材は全て地域材とする。
３）非住宅建築物の木造化を推進するモデルとなるよ
うな建築物をめざす。
新旧両建築物の仕様および主な構造材寸法を表2お

よび図1に示します。主な構造材の断面寸法が小さく
なっていることがわかります。

新旧2棟の建築費は，同じような規模に換算する
と，今回の木材加工場の方が2,400円/m2程度，全体
で100万円程度安くできました。その要因は次の2点
になります。
１）部材断面を小さくしたことで接合金物の多くに既
製品金物が使用できたこと。

２）大工職人による現場での加工，組立が容易な形式
にしたこと。
新旧2棟の木造建築物（写真1），魅せることを考
えた木構造フレーム（写真2），そして完成した木材
加工場（写真3）をそれぞれ示します。断面の小さな
部材を上手に組み合わせた美しい構造が実現できたと
自負しています。

■これから
今後の木材利用の方向について，私は次のように考
えています。
１）非住宅建築物は2階以下の低層であっても鉄骨造
が圧倒的に多く，木造化が進んでいないことが着
工統計からも明らかである。地域材の需要拡大に
は，この分野の木造化，木質化を進めることが必
須である。

２）木材利用を進めるときに一番重要なのは地域経済
波及効果を高めることにある。すなわち，地域に
お金を還元する方策を考える必要がある。そのた
めには，素材生産（川上）～製造加工（川中）～
建築・設計（川下）の連携を強め，域内循環を確
立することである。それが，持続可能な林業，持
続可能な木造建築につながると考えている。

３）一般流通材を利用する中大規模木造の普及推進が
重要である。その際，コスト高になりがちな認定
工法や特殊金物を用いるのではなく，一般流通材
を利用した在来軸組工法をベースとする中大規模
木造を目指したい。

４）木材流通を見直し，構造の技術提案や木材が適材
適所に使われるようトータルでサポートできる木
材コーディネーターの役割が必要であり，当組合
もその役割を担いたい。

私たちは，森に生まれ，森に育ち，森と共に生き
る，をモットーに36年，建築用木製品製造業とし
て，道産カラマツ，トドマツの需要拡大に努力してき
ました。また，この地域には，くしろ木づなプロジェ
クト，釧路森林資源活用円卓会議，地域材利用推進協
議会などが設けられ，先進的な活動を行ってきていま
す。今後も自然素材である木材の多様な特徴をもっと
活かせる道を常に考え，地域材利用の普及に取り組ん
でいきたいと考えています。
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■はじめに
厚浜木材加工協同組合（以下，当組合）は，釧路市
近郊の林業，木材加工関連の企業，森林組合等が集ま
り，1983年に設立されました。JR北海道根室本線茶
内駅の近くに木材加工施設を設け，カラマツ，トドマ
ツの製材，乾燥，外構資材加工，防腐処理などを行っ
ています。当組合発足の経緯は，ウッディエイジでも
紹介されています1)。
当組合は，木造化をサポートするKTC(Kouhin 
Timber Construction)-Systemの中核となり，ログハ
ウス，大型木造建築物（公共建築物，畜舎等），外構
施設（木道，木柵，展望台，公園遊具等）の建設も推
進しています。当組合の木造建築の原点であるログハ
ウスは400棟，間口スパン30mを超えることもある畜
舎は200棟の実績を有しています。
KTC-Systemは単一の木構造ではなく，ヘビーティ
ンバー工法，コネクタージョイント工法，メタルジョ
イント工法など多様な工法・技術の中から規模や用途

に応じて適切なものを選択するシステムとなります。
ここ10年ほどの間に，当組合は表1に示す木造建築

物の実現に関わってきました。このうち，ひがし大雪
自然館，松前中学校は北海道赤レンガ建築賞を，東川
小学校は北海道建築賞をそれぞれ受賞しています。

■地域材を用いる場合の要点
これまでの経験から，建築物に地域材を用いるため
には下記項目への配慮が必要と考えています。
１）対象地域における木材産業の状況確認
　中大規模木造建築物の設計に当たっては，設計
側が必要とする寸法，品質，量，適正なコストの
木材を地域の木材産業が供給可能であるのか，あ
らかじめ確認しておくことが不可欠である。

２）調達エリアの検討
　市町村単位での木材調達が最善ではあるが，調
達エリアを少し広げ，例えば振興局管内単位とす
ることで地域材100％とすることが容易になる。

したが，消毒可能な作品を手で触って遊べるようにす
ると同時に，感染症対策（マスクの着用や手指の消
毒）を徹底することで開催することになりました。
一方，美術館の作品などは本来，保存上触ることは
できないので，そうした作品は従来どおり展示し，見
ることで楽しんでいただければと考えました。
ここでは，出品作品の中から「あそび」を感じるい
くつかの作品を紹介します。

■作品の紹介
一つ目は題名からも遊び心が伝わる鹿目尚志《はこ
の奥はこの奥》（1987年）（写真3）です。「はこの奥」
の「はこ」をあえて平仮名で書いて名詞「箱」と助詞
の「は」や連体詞「この」とかけた言葉あそびの題名
で，実際の作品はこの題名そのままに，箱を開けて
も，また箱の扉が出てくる仕掛けです。作者は作品に
ついてコメントを残しています。「箱の中央をぽんと
押すと蓋が開き次々と開いていく。最後に何がでてく
るか。期待に胸踊（躍）らせて次々開けていく楽し
み。秘密箱。」と。本作は蓋が次々と開くよう巧みに
作られていて，その奥の最後がどうなっているか，今
回は一番奥まで見えるように展示します。360度，い
ろいろな角度からお楽しみいただきたい作品です。

作者の鹿目尚志は1927（昭和2）年に根室市に生ま
れ，旧制の庁立札幌第二中学校（現・北海道札幌西高
等学校）を経て，庁立旭川中学校（現・北海道旭川東
高等学校）を卒業した北海道ゆかりの作家です。旭川
にいるときに画家になることを夢見て，東京美術学校
（現・東京藝術大学）に進み，油絵を学びました。
1966（昭和41）年には大阪で鹿目デザイン事務所を
設立，パッケージデザインの第一線で活躍しました。
お菓子の井村屋やニッカウィスキー，カルピス，ミツ

カンなどのパッケージデザインを手がけています。
57歳の時に拠点を東京に移し，また，デザインの仕
事のほかに作品の制作も行っており，本作のように木
を使った作品の他，金属やガラス，陶，ロープなどを
使った作品などを発表しています。
そんな多様な制作を行った作家の作品が旭川美術館
に収蔵されたきっかけの1つは「あそびの木箱」とい
う展覧会です。本作は，1987（昭和62）年に当館で
開催された展覧会で優秀賞を受賞した作品です。この
展覧会は過去3回行われており，1回目は北海道立近
代美術館（札幌）で1981（昭和56）年に開催され，
鹿目は《気が気でない気箱》という作品を出品して朝
日新聞社賞を受賞しました。
「あそびの木箱」はその後，1987（昭和62）年に
第2回，1992（平成4）年に第3回を旭川美術館で開
催しています。デザイナー，木工芸家，彫刻家など
様々なジャンルで制作を行っている全国の作家たちに
依頼して作品を制作してもらい展示をした展覧会で，
その出品作の一部が旭川美術館に現在収蔵されていま
す。まさに鹿目の作品のように「あそび」心にあふれ
る作品が多いので，今回の展覧会でもこのコレクショ
ンの作品を紹介しています。
《気が気でない気箱》（1981年）（写真4）は1つ

の面に28個の引き出しがついており，4面で112個あ
りますが，把手をひいても開かないものがあり，見る
者が全部把手をひいてみたいという気持ちになってし
まう，そんなユニークな作品なのです。

小黒三郎《四つのアニマルキューブ》（1981年）
（写真5）も「あそびの木箱」展に出品され，当館の

コレクションに加わった1点です。

　
小黒三郎は1936（昭和11）年東京生まれで，多摩
美術大学で絵画を学びました。卒業後，中学校の教員
時代を経て，盲学校に勤務したことをきっかけに，手
で触って学ぶ教材開発をする中，組木のおもちゃの制
作をするようになったといいます。
本作も主役は中身の動物の形をしたパズルですが，
それを入れる箱が，「あそびの木箱」という展覧会の
テーマとしてふさわしいということで出品したといい
ます。写真では重なっている箱は4つあり，中にそれ
ぞれパズルがぴったりと収まるように作られていま
す。本作を制作して，北海道立近代美術館で開催され
た「木で考える　あそびの木箱」展に出品した1981
（昭和56）年に教職を辞し，制作活動に専念するよ
うになりました。このころからスイスの木のおもちゃ
会社Naef（ネフ）社とデザイン契約をして，製品化
にたずさわったほか，1995（平成7）年に熊本県阿蘇
郡小国町に小黒三郎組み木館「ZOOTOPIA」をオー
プンし，子どもたちに遊ぶ楽しみを知ってほしいと活
動を続けています。この作品の他に，今回は西興部村
の森の美術館「木夢」から小黒三郎の様々な動物の形
の組み木作品を運んできて，紹介します。あわせて，
Naef社のおもちゃも展示します。木という素材に，
小さな頃から触れる，そして，目の見えない子どもた
ちにもその感触を通して理解してもらう，そんな作家
の思いを感じ取っていただけたらと思います。
さて，こうした「あそび」を感じさせながらも，伝
統的な技術に裏打ちされた自然の美の表現が「工芸」
といわれるもので，本展に出品の野嶋峰男《欅拭漆
（けやきふきうるし）手箱》（1987年）（写真6），

《欅拭漆下駄箱》（1987年）（写真7）もそうした作
品の一つです。「あそびで考える木の箱。ダマシバコ
や型状の面白いものなどがあるだろう。仕事上のあそ
びもとり入れ，単に言葉の遊びを主題に作ってみた木
と漆との箱。」と言うのが作者のコメントです。

いわゆる「手箱」とは手まわりのものを入れる箱の
ことで，「下駄箱」は靴など履き物を入れるもの。そ
れを名前そのままに，手の形の箱と下駄の形の箱にし
たのが今回展示する作品です。伝統工芸で「刳（くり）
物」と言われる技術が使われており，中をくりぬいた
箱になっています。表面は「拭漆」といわれる漆芸の
技法の一つで，木の表面に漆を塗っては磨くことを繰
り返して仕上げています。木の色や木目が生かされた
作品は，重厚でありながら，言葉遊びを受けた形がシ
ンプルでわかりやすく，私たちに「あそび」心を伝え
てくれます。
伝統工芸というと，技法などもわかりにくく，難し
く考える向きもありますが，こうしたユニークな作品

が興味を持つきっかけとなるのではないでしょうか。
子どもから大人まで木に触れてもらい，アートに
なった木を見ることで木の持つ魅力を知ってもらう，
これはいわゆる北海道ではじまった「木育」の一つの
方法といえるでしょう。今や全国的に注目され，イベ
ントや施設が充実して広がっている「木育」。これを
改めて知っていただくコーナーも展示室内に設けます。
そもそも「木育」という言葉は2004（平成16）年
に道と道民による「木育推進プロジェクトチーム」に
おいて検討された言葉だということです。道のホーム
ページには「木育」のページがあり，フェイスブック
でも各地の木育のイベントやおうちで楽しめる木育の
情報などを発信しています。こうした活動を支えてい
るのが木育マイスターと呼ばれる人たちです。その一
人，北海道旭川農業高等学校森林科学科の小山靖之
先生と生徒のみなさんが作成した《スロープトイ》
（2020年）（写真8）という，並べられた木の板に転
がした球があたり，メロディーを奏でるおもちゃも紹
介します。

これは，実際に保育園などに持って行き，遊んでも
らうなどして，球の誤飲を防ぐ工夫などの改良を重ね
ており，最近では浦和大学で今年開催された第4回お
もちゃコンテストで「木材加工の部」最優秀賞を受賞
するなど実績をあげています。
今回初めて，美術館という場で3か月ほどの展覧会
期間中，来場者が球を転がしてそのメロディーを楽し
んでいただけるように展示します。また，実際に会場
で，生徒のみなさんにデモンストレーションをしてい
ただき，さらに来場者に木琴（写真9）を作ってもら
う体験プログラムの機会を設ける予定です。

これまでの改良のポイント，作ったときのエピソー
ドを紹介することで，楽しいおもちゃに込められた高
校生たちの試行錯誤の結果と思いを木のおもちゃから
遠ざかっていた大人のみなさんにも知っていただけた
らと願っています。なおスロープトイについては本誌
2019年10月号に掲載されました。
「木育」というと子どもたちのためのように感じて
しまうかもしれませんが，「木」という素材を通し
て，子どもから大人まで生涯にわたって，学んでいく
きっかけとして「あそび」を美術館で楽しんでいただ
けたらと思います。

■おわりに
おもちゃ，デザイン，伝統工芸･･･美術館で見るこ
とができる「木」を素材としたアートには実に様々な
アプローチがあります。旭川美術館のバラエティー豊
かな作品と，西興部村，北海道旭川農業高等学校，そ
のほか地域の作家の作品も含めて，この冬は木をめぐ
るアートがあふれる美術館に「あそび」にいらしてく
ださい。

■はじめに
北海道立旭川美術館は「木の造形」という収集方針
のもと，250点あまりの「木の」作品を収蔵していま
す。絵画などを含めた旭川美術館全体の収蔵作品は
700点あまりなので，35％が木を使っているアートで
す。また，開館以来38年間で約250回の特別展，90
回弱の常設展を開催した中で，約35回の特別展，約
25回の常設展が木に関係する展覧会で，全体の約
18％を占めます。こうした展覧会活動のほか，毎年1
月には「ウッディ★工作アトリエ」（写真1）という
木を使った親子向け工作教室を開催するなど，「木の
造形」に親しんでいただく機会を提供しています。

今回は，特別展として『「木」と「あそび」美術
館』というタイトルの展覧会（写真2）を1月9日～3
月31日まで開催します。同時期に「ウッディ★工作
アトリエ」を開催するなど，「木」という素材を通し
て，美術に触れる企画を実施することになりました。

■新型コロナウイルス感染症と展覧会
この企画を具体的に検討しはじめたのは1年以上前
のこと。当然，現在のような新型コロナウイルス感染
症といったことを想像することもなく，実施に向けて
動いていました。ところが，日程も決まり，当館の年
間の展覧会予定を掲載したリーフレットを作成してい
る最中に，新型コロナウイルス感染症の感染拡大があ

り，リーフレットを配布するころには当館も休館に追
い込まれました。当初の計画通りに展覧会が実施でき
るのか不明な中，日々報道される状況の変化や（公
財）日本博物館協会から発表されたガイドラインなど
を参考にして，内容の再検討を余儀なくされました。
特に，今回問題になったのは，展覧会の目玉として
展示を考えていた西興部村にある森の美術館「木夢」
から拝借し，実際に観覧者が手を触れて遊べる木のお
もちゃの展示についてです。前述の（公財）日本博物
館協会のガイドラインには「展覧会の実施に当たって
特に留意すべきこと」として，「直接手で触れること
ができる展示物（ハンズオン）は感染リスクが高いの
で展示しないことを原則とし，止むを得ない場合は職
員が管理して消毒を徹底する。」とあります。つま
り，触って遊べる木のおもちゃは展示にかなり注意が
必要であるということです。

そこで，木について研究されている北海道立総合研
究機構森林研究本部林産試験場や，北海道水産林務部
森林環境局森林活用課に木の消毒方法の情報を聞くな
どして検討してきました。その結果，木の消毒につい
ては木の塗装や表面の加工などによって消毒液を使え
ないことも含め，確実な方法がないことがわかりまし
た。そこで，展覧会では，数は少なくなってしまいま
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－新築木材加工場を例として－

建築物 竣工 建築地 
延床面積 

（m2) 
構造材 

川湯の森病院 2012 弟子屈町 2,981 
カラマツ集成材：260m3 

カラマツ製材 ：240m3 

豊頃町町民プール 2012 豊頃町 790 カラマツ集成材：92m3 

ひがし大雪自然館 2013 上士幌町 970 カラマツ集成材・製材：135m3 

東川小学校 2014 東川町 4,477 カラマツ集成材：176m3 

松前中学校 2015 松前町 5,165 スギ集成材・製材：866m3 

中標津児童センター 2015 中標津町 999 
カラマツ集成材：126m3 

カラマツ製材 ：34m3 

上士幌生涯学習センター 2017 上士幌町 2,329 
カラマツ集成材：223m3 

カラマツ製材 ：34m3 

温根内ビジターセンター 2017 鶴居村 575 カラマツ集成材：140m3 

旭岳ビジターセンター 2018 東川町 649 
カラマツ集成材：175m3 

カラマツ製材 ：45m3 

北海道大学医学部百年記念館 2019 札幌市 744 カラマツ集成材：180m3 

 

表1　当組合が関わった中大規模木造建築物の一例
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なお，地域材の調達に当たっては，工事発注の1
年程前から伐採計画などの準備が必要である。

３）木材・木造の魅力を伝える建築物
　構造材料を適切に見せる（魅せる）ことで木材の魅
力を伝える木造建築物をめざすことが大切である。

■新設した木材加工場
2019年，生産品目の拡張や新規装置導入のため，
組合の敷地内に木材加工場を新設しました。その隣に
は1994年に建てた集成材工場があります。この2棟は
似たような規模の建築物ですが，25年間の森林資源
の変化が両棟に使用した建築材料に現れています。そ
れは，前回の構造材は全てカラマツ集成材で，構造材
としては使用しなかったカラマツ製材を，資源の成熟
が進んだ今回は構造材として使用したことにあります。
今回，木材加工場を新築するに際しての考え方は次
のとおりです。
１）コストを抑える。そのため，構造材は極力一般流
通サイズとし，集成材の梁せいは450mm以下と
する。併せて，接合部金物は極力既製品金物を使
用する。

２）使用する木材は全て地域材とする。
３）非住宅建築物の木造化を推進するモデルとなるよ
うな建築物をめざす。
新旧両建築物の仕様および主な構造材寸法を表2お

よび図1に示します。主な構造材の断面寸法が小さく
なっていることがわかります。

新旧2棟の建築費は，同じような規模に換算する
と，今回の木材加工場の方が2,400円/m2程度，全体
で100万円程度安くできました。その要因は次の2点
になります。
１）部材断面を小さくしたことで接合金物の多くに既
製品金物が使用できたこと。

２）大工職人による現場での加工，組立が容易な形式
にしたこと。
新旧2棟の木造建築物（写真1），魅せることを考
えた木構造フレーム（写真2），そして完成した木材
加工場（写真3）をそれぞれ示します。断面の小さな
部材を上手に組み合わせた美しい構造が実現できたと
自負しています。

■これから
今後の木材利用の方向について，私は次のように考
えています。
１）非住宅建築物は2階以下の低層であっても鉄骨造
が圧倒的に多く，木造化が進んでいないことが着
工統計からも明らかである。地域材の需要拡大に
は，この分野の木造化，木質化を進めることが必
須である。

２）木材利用を進めるときに一番重要なのは地域経済
波及効果を高めることにある。すなわち，地域に
お金を還元する方策を考える必要がある。そのた
めには，素材生産（川上）～製造加工（川中）～
建築・設計（川下）の連携を強め，域内循環を確
立することである。それが，持続可能な林業，持
続可能な木造建築につながると考えている。

３）一般流通材を利用する中大規模木造の普及推進が
重要である。その際，コスト高になりがちな認定
工法や特殊金物を用いるのではなく，一般流通材
を利用した在来軸組工法をベースとする中大規模
木造を目指したい。

４）木材流通を見直し，構造の技術提案や木材が適材
適所に使われるようトータルでサポートできる木
材コーディネーターの役割が必要であり，当組合
もその役割を担いたい。

私たちは，森に生まれ，森に育ち，森と共に生き
る，をモットーに36年，建築用木製品製造業とし
て，道産カラマツ，トドマツの需要拡大に努力してき
ました。また，この地域には，くしろ木づなプロジェ
クト，釧路森林資源活用円卓会議，地域材利用推進協
議会などが設けられ，先進的な活動を行ってきていま
す。今後も自然素材である木材の多様な特徴をもっと
活かせる道を常に考え，地域材利用の普及に取り組ん
でいきたいと考えています。
　
参考資料
１）鈴木不二男：くしろの木材で活力を，ウッディエ
イジ12月号，pp.1A－5A（2013）.

（本稿は厚浜木材加工協同組合代表理事の慶伊氏の
ご説明を取りまとめたものです。取材に対し，資
料・写真のご提供をはじめ懇切丁寧にご協力いた
だいたことに深く感謝いたします。　　編集部）

■はじめに
厚浜木材加工協同組合（以下，当組合）は，釧路市
近郊の林業，木材加工関連の企業，森林組合等が集ま
り，1983年に設立されました。JR北海道根室本線茶
内駅の近くに木材加工施設を設け，カラマツ，トドマ
ツの製材，乾燥，外構資材加工，防腐処理などを行っ
ています。当組合発足の経緯は，ウッディエイジでも
紹介されています1)。
当組合は，木造化をサポートするKTC(Kouhin 
Timber Construction)-Systemの中核となり，ログハ
ウス，大型木造建築物（公共建築物，畜舎等），外構
施設（木道，木柵，展望台，公園遊具等）の建設も推
進しています。当組合の木造建築の原点であるログハ
ウスは400棟，間口スパン30mを超えることもある畜
舎は200棟の実績を有しています。
KTC-Systemは単一の木構造ではなく，ヘビーティ
ンバー工法，コネクタージョイント工法，メタルジョ
イント工法など多様な工法・技術の中から規模や用途

に応じて適切なものを選択するシステムとなります。
ここ10年ほどの間に，当組合は表1に示す木造建築

物の実現に関わってきました。このうち，ひがし大雪
自然館，松前中学校は北海道赤レンガ建築賞を，東川
小学校は北海道建築賞をそれぞれ受賞しています。

■地域材を用いる場合の要点
これまでの経験から，建築物に地域材を用いるため
には下記項目への配慮が必要と考えています。
１）対象地域における木材産業の状況確認
　中大規模木造建築物の設計に当たっては，設計
側が必要とする寸法，品質，量，適正なコストの
木材を地域の木材産業が供給可能であるのか，あ
らかじめ確認しておくことが不可欠である。

２）調達エリアの検討
　市町村単位での木材調達が最善ではあるが，調
達エリアを少し広げ，例えば振興局管内単位とす
ることで地域材100％とすることが容易になる。

したが，消毒可能な作品を手で触って遊べるようにす
ると同時に，感染症対策（マスクの着用や手指の消
毒）を徹底することで開催することになりました。
一方，美術館の作品などは本来，保存上触ることは
できないので，そうした作品は従来どおり展示し，見
ることで楽しんでいただければと考えました。
ここでは，出品作品の中から「あそび」を感じるい
くつかの作品を紹介します。

■作品の紹介
一つ目は題名からも遊び心が伝わる鹿目尚志《はこ
の奥はこの奥》（1987年）（写真3）です。「はこの奥」
の「はこ」をあえて平仮名で書いて名詞「箱」と助詞
の「は」や連体詞「この」とかけた言葉あそびの題名
で，実際の作品はこの題名そのままに，箱を開けて
も，また箱の扉が出てくる仕掛けです。作者は作品に
ついてコメントを残しています。「箱の中央をぽんと
押すと蓋が開き次々と開いていく。最後に何がでてく
るか。期待に胸踊（躍）らせて次々開けていく楽し
み。秘密箱。」と。本作は蓋が次々と開くよう巧みに
作られていて，その奥の最後がどうなっているか，今
回は一番奥まで見えるように展示します。360度，い
ろいろな角度からお楽しみいただきたい作品です。

作者の鹿目尚志は1927（昭和2）年に根室市に生ま
れ，旧制の庁立札幌第二中学校（現・北海道札幌西高
等学校）を経て，庁立旭川中学校（現・北海道旭川東
高等学校）を卒業した北海道ゆかりの作家です。旭川
にいるときに画家になることを夢見て，東京美術学校
（現・東京藝術大学）に進み，油絵を学びました。
1966（昭和41）年には大阪で鹿目デザイン事務所を
設立，パッケージデザインの第一線で活躍しました。
お菓子の井村屋やニッカウィスキー，カルピス，ミツ

カンなどのパッケージデザインを手がけています。
57歳の時に拠点を東京に移し，また，デザインの仕
事のほかに作品の制作も行っており，本作のように木
を使った作品の他，金属やガラス，陶，ロープなどを
使った作品などを発表しています。
そんな多様な制作を行った作家の作品が旭川美術館
に収蔵されたきっかけの1つは「あそびの木箱」とい
う展覧会です。本作は，1987（昭和62）年に当館で
開催された展覧会で優秀賞を受賞した作品です。この
展覧会は過去3回行われており，1回目は北海道立近
代美術館（札幌）で1981（昭和56）年に開催され，
鹿目は《気が気でない気箱》という作品を出品して朝
日新聞社賞を受賞しました。
「あそびの木箱」はその後，1987（昭和62）年に
第2回，1992（平成4）年に第3回を旭川美術館で開
催しています。デザイナー，木工芸家，彫刻家など
様々なジャンルで制作を行っている全国の作家たちに
依頼して作品を制作してもらい展示をした展覧会で，
その出品作の一部が旭川美術館に現在収蔵されていま
す。まさに鹿目の作品のように「あそび」心にあふれ
る作品が多いので，今回の展覧会でもこのコレクショ
ンの作品を紹介しています。
《気が気でない気箱》（1981年）（写真4）は1つ

の面に28個の引き出しがついており，4面で112個あ
りますが，把手をひいても開かないものがあり，見る
者が全部把手をひいてみたいという気持ちになってし
まう，そんなユニークな作品なのです。

小黒三郎《四つのアニマルキューブ》（1981年）
（写真5）も「あそびの木箱」展に出品され，当館の

コレクションに加わった1点です。

　
小黒三郎は1936（昭和11）年東京生まれで，多摩
美術大学で絵画を学びました。卒業後，中学校の教員
時代を経て，盲学校に勤務したことをきっかけに，手
で触って学ぶ教材開発をする中，組木のおもちゃの制
作をするようになったといいます。
本作も主役は中身の動物の形をしたパズルですが，
それを入れる箱が，「あそびの木箱」という展覧会の
テーマとしてふさわしいということで出品したといい
ます。写真では重なっている箱は4つあり，中にそれ
ぞれパズルがぴったりと収まるように作られていま
す。本作を制作して，北海道立近代美術館で開催され
た「木で考える　あそびの木箱」展に出品した1981
（昭和56）年に教職を辞し，制作活動に専念するよ
うになりました。このころからスイスの木のおもちゃ
会社Naef（ネフ）社とデザイン契約をして，製品化
にたずさわったほか，1995（平成7）年に熊本県阿蘇
郡小国町に小黒三郎組み木館「ZOOTOPIA」をオー
プンし，子どもたちに遊ぶ楽しみを知ってほしいと活
動を続けています。この作品の他に，今回は西興部村
の森の美術館「木夢」から小黒三郎の様々な動物の形
の組み木作品を運んできて，紹介します。あわせて，
Naef社のおもちゃも展示します。木という素材に，
小さな頃から触れる，そして，目の見えない子どもた
ちにもその感触を通して理解してもらう，そんな作家
の思いを感じ取っていただけたらと思います。
さて，こうした「あそび」を感じさせながらも，伝
統的な技術に裏打ちされた自然の美の表現が「工芸」
といわれるもので，本展に出品の野嶋峰男《欅拭漆
（けやきふきうるし）手箱》（1987年）（写真6），

《欅拭漆下駄箱》（1987年）（写真7）もそうした作
品の一つです。「あそびで考える木の箱。ダマシバコ
や型状の面白いものなどがあるだろう。仕事上のあそ
びもとり入れ，単に言葉の遊びを主題に作ってみた木
と漆との箱。」と言うのが作者のコメントです。

いわゆる「手箱」とは手まわりのものを入れる箱の
ことで，「下駄箱」は靴など履き物を入れるもの。そ
れを名前そのままに，手の形の箱と下駄の形の箱にし
たのが今回展示する作品です。伝統工芸で「刳（くり）
物」と言われる技術が使われており，中をくりぬいた
箱になっています。表面は「拭漆」といわれる漆芸の
技法の一つで，木の表面に漆を塗っては磨くことを繰
り返して仕上げています。木の色や木目が生かされた
作品は，重厚でありながら，言葉遊びを受けた形がシ
ンプルでわかりやすく，私たちに「あそび」心を伝え
てくれます。
伝統工芸というと，技法などもわかりにくく，難し
く考える向きもありますが，こうしたユニークな作品

が興味を持つきっかけとなるのではないでしょうか。
子どもから大人まで木に触れてもらい，アートに
なった木を見ることで木の持つ魅力を知ってもらう，
これはいわゆる北海道ではじまった「木育」の一つの
方法といえるでしょう。今や全国的に注目され，イベ
ントや施設が充実して広がっている「木育」。これを
改めて知っていただくコーナーも展示室内に設けます。
そもそも「木育」という言葉は2004（平成16）年
に道と道民による「木育推進プロジェクトチーム」に
おいて検討された言葉だということです。道のホーム
ページには「木育」のページがあり，フェイスブック
でも各地の木育のイベントやおうちで楽しめる木育の
情報などを発信しています。こうした活動を支えてい
るのが木育マイスターと呼ばれる人たちです。その一
人，北海道旭川農業高等学校森林科学科の小山靖之
先生と生徒のみなさんが作成した《スロープトイ》
（2020年）（写真8）という，並べられた木の板に転
がした球があたり，メロディーを奏でるおもちゃも紹
介します。

これは，実際に保育園などに持って行き，遊んでも
らうなどして，球の誤飲を防ぐ工夫などの改良を重ね
ており，最近では浦和大学で今年開催された第4回お
もちゃコンテストで「木材加工の部」最優秀賞を受賞
するなど実績をあげています。
今回初めて，美術館という場で3か月ほどの展覧会
期間中，来場者が球を転がしてそのメロディーを楽し
んでいただけるように展示します。また，実際に会場
で，生徒のみなさんにデモンストレーションをしてい
ただき，さらに来場者に木琴（写真9）を作ってもら
う体験プログラムの機会を設ける予定です。

これまでの改良のポイント，作ったときのエピソー
ドを紹介することで，楽しいおもちゃに込められた高
校生たちの試行錯誤の結果と思いを木のおもちゃから
遠ざかっていた大人のみなさんにも知っていただけた
らと願っています。なおスロープトイについては本誌
2019年10月号に掲載されました。
「木育」というと子どもたちのためのように感じて
しまうかもしれませんが，「木」という素材を通し
て，子どもから大人まで生涯にわたって，学んでいく
きっかけとして「あそび」を美術館で楽しんでいただ
けたらと思います。

■おわりに
おもちゃ，デザイン，伝統工芸･･･美術館で見るこ
とができる「木」を素材としたアートには実に様々な
アプローチがあります。旭川美術館のバラエティー豊
かな作品と，西興部村，北海道旭川農業高等学校，そ
のほか地域の作家の作品も含めて，この冬は木をめぐ
るアートがあふれる美術館に「あそび」にいらしてく
ださい。

■はじめに
北海道立旭川美術館は「木の造形」という収集方針
のもと，250点あまりの「木の」作品を収蔵していま
す。絵画などを含めた旭川美術館全体の収蔵作品は
700点あまりなので，35％が木を使っているアートで
す。また，開館以来38年間で約250回の特別展，90
回弱の常設展を開催した中で，約35回の特別展，約
25回の常設展が木に関係する展覧会で，全体の約
18％を占めます。こうした展覧会活動のほか，毎年1
月には「ウッディ★工作アトリエ」（写真1）という
木を使った親子向け工作教室を開催するなど，「木の
造形」に親しんでいただく機会を提供しています。

今回は，特別展として『「木」と「あそび」美術
館』というタイトルの展覧会（写真2）を1月9日～3
月31日まで開催します。同時期に「ウッディ★工作
アトリエ」を開催するなど，「木」という素材を通し
て，美術に触れる企画を実施することになりました。

■新型コロナウイルス感染症と展覧会
この企画を具体的に検討しはじめたのは1年以上前
のこと。当然，現在のような新型コロナウイルス感染
症といったことを想像することもなく，実施に向けて
動いていました。ところが，日程も決まり，当館の年
間の展覧会予定を掲載したリーフレットを作成してい
る最中に，新型コロナウイルス感染症の感染拡大があ

り，リーフレットを配布するころには当館も休館に追
い込まれました。当初の計画通りに展覧会が実施でき
るのか不明な中，日々報道される状況の変化や（公
財）日本博物館協会から発表されたガイドラインなど
を参考にして，内容の再検討を余儀なくされました。
特に，今回問題になったのは，展覧会の目玉として
展示を考えていた西興部村にある森の美術館「木夢」
から拝借し，実際に観覧者が手を触れて遊べる木のお
もちゃの展示についてです。前述の（公財）日本博物
館協会のガイドラインには「展覧会の実施に当たって
特に留意すべきこと」として，「直接手で触れること
ができる展示物（ハンズオン）は感染リスクが高いの
で展示しないことを原則とし，止むを得ない場合は職
員が管理して消毒を徹底する。」とあります。つま
り，触って遊べる木のおもちゃは展示にかなり注意が
必要であるということです。

そこで，木について研究されている北海道立総合研
究機構森林研究本部林産試験場や，北海道水産林務部
森林環境局森林活用課に木の消毒方法の情報を聞くな
どして検討してきました。その結果，木の消毒につい
ては木の塗装や表面の加工などによって消毒液を使え
ないことも含め，確実な方法がないことがわかりまし
た。そこで，展覧会では，数は少なくなってしまいま

図1　新旧建築物のフレームの比較

写真1　既存の集成材工場（左）と建築中の木材加工場（右）

表2　新旧建築物の比較
 

 集成材工場 木材加工場 

竣工 1994 2019 

延床面積(m2) 600 464 

幅×長さ(m) 15×40 15×30.94 

構造材寸法 

(mm) 

登梁 180×520 105×450 

柱 180×360 120×240 

方杖 180×240 120×120 

 

（上：木材加工場，下：集成材工場）  
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なお，地域材の調達に当たっては，工事発注の1
年程前から伐採計画などの準備が必要である。

３）木材・木造の魅力を伝える建築物
　構造材料を適切に見せる（魅せる）ことで木材の魅
力を伝える木造建築物をめざすことが大切である。

■新設した木材加工場
2019年，生産品目の拡張や新規装置導入のため，
組合の敷地内に木材加工場を新設しました。その隣に
は1994年に建てた集成材工場があります。この2棟は
似たような規模の建築物ですが，25年間の森林資源
の変化が両棟に使用した建築材料に現れています。そ
れは，前回の構造材は全てカラマツ集成材で，構造材
としては使用しなかったカラマツ製材を，資源の成熟
が進んだ今回は構造材として使用したことにあります。
今回，木材加工場を新築するに際しての考え方は次
のとおりです。
１）コストを抑える。そのため，構造材は極力一般流
通サイズとし，集成材の梁せいは450mm以下と
する。併せて，接合部金物は極力既製品金物を使
用する。

２）使用する木材は全て地域材とする。
３）非住宅建築物の木造化を推進するモデルとなるよ
うな建築物をめざす。
新旧両建築物の仕様および主な構造材寸法を表2お

よび図1に示します。主な構造材の断面寸法が小さく
なっていることがわかります。

新旧2棟の建築費は，同じような規模に換算する
と，今回の木材加工場の方が2,400円/m2程度，全体
で100万円程度安くできました。その要因は次の2点
になります。
１）部材断面を小さくしたことで接合金物の多くに既
製品金物が使用できたこと。

２）大工職人による現場での加工，組立が容易な形式
にしたこと。
新旧2棟の木造建築物（写真1），魅せることを考
えた木構造フレーム（写真2），そして完成した木材
加工場（写真3）をそれぞれ示します。断面の小さな
部材を上手に組み合わせた美しい構造が実現できたと
自負しています。

■これから
今後の木材利用の方向について，私は次のように考
えています。
１）非住宅建築物は2階以下の低層であっても鉄骨造
が圧倒的に多く，木造化が進んでいないことが着
工統計からも明らかである。地域材の需要拡大に
は，この分野の木造化，木質化を進めることが必
須である。

２）木材利用を進めるときに一番重要なのは地域経済
波及効果を高めることにある。すなわち，地域に
お金を還元する方策を考える必要がある。そのた
めには，素材生産（川上）～製造加工（川中）～
建築・設計（川下）の連携を強め，域内循環を確
立することである。それが，持続可能な林業，持
続可能な木造建築につながると考えている。

３）一般流通材を利用する中大規模木造の普及推進が
重要である。その際，コスト高になりがちな認定
工法や特殊金物を用いるのではなく，一般流通材
を利用した在来軸組工法をベースとする中大規模
木造を目指したい。

４）木材流通を見直し，構造の技術提案や木材が適材
適所に使われるようトータルでサポートできる木
材コーディネーターの役割が必要であり，当組合
もその役割を担いたい。

私たちは，森に生まれ，森に育ち，森と共に生き
る，をモットーに36年，建築用木製品製造業とし
て，道産カラマツ，トドマツの需要拡大に努力してき
ました。また，この地域には，くしろ木づなプロジェ
クト，釧路森林資源活用円卓会議，地域材利用推進協
議会などが設けられ，先進的な活動を行ってきていま
す。今後も自然素材である木材の多様な特徴をもっと
活かせる道を常に考え，地域材利用の普及に取り組ん
でいきたいと考えています。
　
参考資料
１）鈴木不二男：くしろの木材で活力を，ウッディエ
イジ12月号，pp.1A－5A（2013）.

（本稿は厚浜木材加工協同組合代表理事の慶伊氏の
ご説明を取りまとめたものです。取材に対し，資
料・写真のご提供をはじめ懇切丁寧にご協力いた
だいたことに深く感謝いたします。　　編集部）

■はじめに
厚浜木材加工協同組合（以下，当組合）は，釧路市
近郊の林業，木材加工関連の企業，森林組合等が集ま
り，1983年に設立されました。JR北海道根室本線茶
内駅の近くに木材加工施設を設け，カラマツ，トドマ
ツの製材，乾燥，外構資材加工，防腐処理などを行っ
ています。当組合発足の経緯は，ウッディエイジでも
紹介されています1)。
当組合は，木造化をサポートするKTC(Kouhin 
Timber Construction)-Systemの中核となり，ログハ
ウス，大型木造建築物（公共建築物，畜舎等），外構
施設（木道，木柵，展望台，公園遊具等）の建設も推
進しています。当組合の木造建築の原点であるログハ
ウスは400棟，間口スパン30mを超えることもある畜
舎は200棟の実績を有しています。
KTC-Systemは単一の木構造ではなく，ヘビーティ
ンバー工法，コネクタージョイント工法，メタルジョ
イント工法など多様な工法・技術の中から規模や用途

に応じて適切なものを選択するシステムとなります。
ここ10年ほどの間に，当組合は表1に示す木造建築

物の実現に関わってきました。このうち，ひがし大雪
自然館，松前中学校は北海道赤レンガ建築賞を，東川
小学校は北海道建築賞をそれぞれ受賞しています。

■地域材を用いる場合の要点
これまでの経験から，建築物に地域材を用いるため
には下記項目への配慮が必要と考えています。
１）対象地域における木材産業の状況確認
　中大規模木造建築物の設計に当たっては，設計
側が必要とする寸法，品質，量，適正なコストの
木材を地域の木材産業が供給可能であるのか，あ
らかじめ確認しておくことが不可欠である。

２）調達エリアの検討
　市町村単位での木材調達が最善ではあるが，調
達エリアを少し広げ，例えば振興局管内単位とす
ることで地域材100％とすることが容易になる。

したが，消毒可能な作品を手で触って遊べるようにす
ると同時に，感染症対策（マスクの着用や手指の消
毒）を徹底することで開催することになりました。
一方，美術館の作品などは本来，保存上触ることは
できないので，そうした作品は従来どおり展示し，見
ることで楽しんでいただければと考えました。
ここでは，出品作品の中から「あそび」を感じるい
くつかの作品を紹介します。

■作品の紹介
一つ目は題名からも遊び心が伝わる鹿目尚志《はこ
の奥はこの奥》（1987年）（写真3）です。「はこの奥」
の「はこ」をあえて平仮名で書いて名詞「箱」と助詞
の「は」や連体詞「この」とかけた言葉あそびの題名
で，実際の作品はこの題名そのままに，箱を開けて
も，また箱の扉が出てくる仕掛けです。作者は作品に
ついてコメントを残しています。「箱の中央をぽんと
押すと蓋が開き次々と開いていく。最後に何がでてく
るか。期待に胸踊（躍）らせて次々開けていく楽し
み。秘密箱。」と。本作は蓋が次々と開くよう巧みに
作られていて，その奥の最後がどうなっているか，今
回は一番奥まで見えるように展示します。360度，い
ろいろな角度からお楽しみいただきたい作品です。

作者の鹿目尚志は1927（昭和2）年に根室市に生ま
れ，旧制の庁立札幌第二中学校（現・北海道札幌西高
等学校）を経て，庁立旭川中学校（現・北海道旭川東
高等学校）を卒業した北海道ゆかりの作家です。旭川
にいるときに画家になることを夢見て，東京美術学校
（現・東京藝術大学）に進み，油絵を学びました。
1966（昭和41）年には大阪で鹿目デザイン事務所を
設立，パッケージデザインの第一線で活躍しました。
お菓子の井村屋やニッカウィスキー，カルピス，ミツ

カンなどのパッケージデザインを手がけています。
57歳の時に拠点を東京に移し，また，デザインの仕
事のほかに作品の制作も行っており，本作のように木
を使った作品の他，金属やガラス，陶，ロープなどを
使った作品などを発表しています。
そんな多様な制作を行った作家の作品が旭川美術館
に収蔵されたきっかけの1つは「あそびの木箱」とい
う展覧会です。本作は，1987（昭和62）年に当館で
開催された展覧会で優秀賞を受賞した作品です。この
展覧会は過去3回行われており，1回目は北海道立近
代美術館（札幌）で1981（昭和56）年に開催され，
鹿目は《気が気でない気箱》という作品を出品して朝
日新聞社賞を受賞しました。
「あそびの木箱」はその後，1987（昭和62）年に
第2回，1992（平成4）年に第3回を旭川美術館で開
催しています。デザイナー，木工芸家，彫刻家など
様々なジャンルで制作を行っている全国の作家たちに
依頼して作品を制作してもらい展示をした展覧会で，
その出品作の一部が旭川美術館に現在収蔵されていま
す。まさに鹿目の作品のように「あそび」心にあふれ
る作品が多いので，今回の展覧会でもこのコレクショ
ンの作品を紹介しています。
《気が気でない気箱》（1981年）（写真4）は1つ

の面に28個の引き出しがついており，4面で112個あ
りますが，把手をひいても開かないものがあり，見る
者が全部把手をひいてみたいという気持ちになってし
まう，そんなユニークな作品なのです。

小黒三郎《四つのアニマルキューブ》（1981年）
（写真5）も「あそびの木箱」展に出品され，当館の

コレクションに加わった1点です。

　
小黒三郎は1936（昭和11）年東京生まれで，多摩
美術大学で絵画を学びました。卒業後，中学校の教員
時代を経て，盲学校に勤務したことをきっかけに，手
で触って学ぶ教材開発をする中，組木のおもちゃの制
作をするようになったといいます。
本作も主役は中身の動物の形をしたパズルですが，
それを入れる箱が，「あそびの木箱」という展覧会の
テーマとしてふさわしいということで出品したといい
ます。写真では重なっている箱は4つあり，中にそれ
ぞれパズルがぴったりと収まるように作られていま
す。本作を制作して，北海道立近代美術館で開催され
た「木で考える　あそびの木箱」展に出品した1981
（昭和56）年に教職を辞し，制作活動に専念するよ
うになりました。このころからスイスの木のおもちゃ
会社Naef（ネフ）社とデザイン契約をして，製品化
にたずさわったほか，1995（平成7）年に熊本県阿蘇
郡小国町に小黒三郎組み木館「ZOOTOPIA」をオー
プンし，子どもたちに遊ぶ楽しみを知ってほしいと活
動を続けています。この作品の他に，今回は西興部村
の森の美術館「木夢」から小黒三郎の様々な動物の形
の組み木作品を運んできて，紹介します。あわせて，
Naef社のおもちゃも展示します。木という素材に，
小さな頃から触れる，そして，目の見えない子どもた
ちにもその感触を通して理解してもらう，そんな作家
の思いを感じ取っていただけたらと思います。
さて，こうした「あそび」を感じさせながらも，伝
統的な技術に裏打ちされた自然の美の表現が「工芸」
といわれるもので，本展に出品の野嶋峰男《欅拭漆
（けやきふきうるし）手箱》（1987年）（写真6），

《欅拭漆下駄箱》（1987年）（写真7）もそうした作
品の一つです。「あそびで考える木の箱。ダマシバコ
や型状の面白いものなどがあるだろう。仕事上のあそ
びもとり入れ，単に言葉の遊びを主題に作ってみた木
と漆との箱。」と言うのが作者のコメントです。

いわゆる「手箱」とは手まわりのものを入れる箱の
ことで，「下駄箱」は靴など履き物を入れるもの。そ
れを名前そのままに，手の形の箱と下駄の形の箱にし
たのが今回展示する作品です。伝統工芸で「刳（くり）
物」と言われる技術が使われており，中をくりぬいた
箱になっています。表面は「拭漆」といわれる漆芸の
技法の一つで，木の表面に漆を塗っては磨くことを繰
り返して仕上げています。木の色や木目が生かされた
作品は，重厚でありながら，言葉遊びを受けた形がシ
ンプルでわかりやすく，私たちに「あそび」心を伝え
てくれます。
伝統工芸というと，技法などもわかりにくく，難し
く考える向きもありますが，こうしたユニークな作品

が興味を持つきっかけとなるのではないでしょうか。
子どもから大人まで木に触れてもらい，アートに
なった木を見ることで木の持つ魅力を知ってもらう，
これはいわゆる北海道ではじまった「木育」の一つの
方法といえるでしょう。今や全国的に注目され，イベ
ントや施設が充実して広がっている「木育」。これを
改めて知っていただくコーナーも展示室内に設けます。
そもそも「木育」という言葉は2004（平成16）年
に道と道民による「木育推進プロジェクトチーム」に
おいて検討された言葉だということです。道のホーム
ページには「木育」のページがあり，フェイスブック
でも各地の木育のイベントやおうちで楽しめる木育の
情報などを発信しています。こうした活動を支えてい
るのが木育マイスターと呼ばれる人たちです。その一
人，北海道旭川農業高等学校森林科学科の小山靖之
先生と生徒のみなさんが作成した《スロープトイ》
（2020年）（写真8）という，並べられた木の板に転
がした球があたり，メロディーを奏でるおもちゃも紹
介します。

これは，実際に保育園などに持って行き，遊んでも
らうなどして，球の誤飲を防ぐ工夫などの改良を重ね
ており，最近では浦和大学で今年開催された第4回お
もちゃコンテストで「木材加工の部」最優秀賞を受賞
するなど実績をあげています。
今回初めて，美術館という場で3か月ほどの展覧会
期間中，来場者が球を転がしてそのメロディーを楽し
んでいただけるように展示します。また，実際に会場
で，生徒のみなさんにデモンストレーションをしてい
ただき，さらに来場者に木琴（写真9）を作ってもら
う体験プログラムの機会を設ける予定です。

これまでの改良のポイント，作ったときのエピソー
ドを紹介することで，楽しいおもちゃに込められた高
校生たちの試行錯誤の結果と思いを木のおもちゃから
遠ざかっていた大人のみなさんにも知っていただけた
らと願っています。なおスロープトイについては本誌
2019年10月号に掲載されました。
「木育」というと子どもたちのためのように感じて
しまうかもしれませんが，「木」という素材を通し
て，子どもから大人まで生涯にわたって，学んでいく
きっかけとして「あそび」を美術館で楽しんでいただ
けたらと思います。

■おわりに
おもちゃ，デザイン，伝統工芸･･･美術館で見るこ
とができる「木」を素材としたアートには実に様々な
アプローチがあります。旭川美術館のバラエティー豊
かな作品と，西興部村，北海道旭川農業高等学校，そ
のほか地域の作家の作品も含めて，この冬は木をめぐ
るアートがあふれる美術館に「あそび」にいらしてく
ださい。

■はじめに
北海道立旭川美術館は「木の造形」という収集方針
のもと，250点あまりの「木の」作品を収蔵していま
す。絵画などを含めた旭川美術館全体の収蔵作品は
700点あまりなので，35％が木を使っているアートで
す。また，開館以来38年間で約250回の特別展，90
回弱の常設展を開催した中で，約35回の特別展，約
25回の常設展が木に関係する展覧会で，全体の約
18％を占めます。こうした展覧会活動のほか，毎年1
月には「ウッディ★工作アトリエ」（写真1）という
木を使った親子向け工作教室を開催するなど，「木の
造形」に親しんでいただく機会を提供しています。

今回は，特別展として『「木」と「あそび」美術
館』というタイトルの展覧会（写真2）を1月9日～3
月31日まで開催します。同時期に「ウッディ★工作
アトリエ」を開催するなど，「木」という素材を通し
て，美術に触れる企画を実施することになりました。

■新型コロナウイルス感染症と展覧会
この企画を具体的に検討しはじめたのは1年以上前
のこと。当然，現在のような新型コロナウイルス感染
症といったことを想像することもなく，実施に向けて
動いていました。ところが，日程も決まり，当館の年
間の展覧会予定を掲載したリーフレットを作成してい
る最中に，新型コロナウイルス感染症の感染拡大があ

り，リーフレットを配布するころには当館も休館に追
い込まれました。当初の計画通りに展覧会が実施でき
るのか不明な中，日々報道される状況の変化や（公
財）日本博物館協会から発表されたガイドラインなど
を参考にして，内容の再検討を余儀なくされました。
特に，今回問題になったのは，展覧会の目玉として
展示を考えていた西興部村にある森の美術館「木夢」
から拝借し，実際に観覧者が手を触れて遊べる木のお
もちゃの展示についてです。前述の（公財）日本博物
館協会のガイドラインには「展覧会の実施に当たって
特に留意すべきこと」として，「直接手で触れること
ができる展示物（ハンズオン）は感染リスクが高いの
で展示しないことを原則とし，止むを得ない場合は職
員が管理して消毒を徹底する。」とあります。つま
り，触って遊べる木のおもちゃは展示にかなり注意が
必要であるということです。

そこで，木について研究されている北海道立総合研
究機構森林研究本部林産試験場や，北海道水産林務部
森林環境局森林活用課に木の消毒方法の情報を聞くな
どして検討してきました。その結果，木の消毒につい
ては木の塗装や表面の加工などによって消毒液を使え
ないことも含め，確実な方法がないことがわかりまし
た。そこで，展覧会では，数は少なくなってしまいま

写真2　斜め柱と張弦梁架構によって変化を加え，
空間を魅せる構造

写真3　完成した木材加工場


